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昭
和
24
年
4
月

昭
和
20
年
4
月

昭
和
9
年
12
月

大
津
町
史

昭
和
3
年
4
月
18
日

神
苑
8
吉
つ
つ
じ

当
社
は
つ
つ
じ
の
宮
と
親
し
ま
れ、

神
苑
の
つ
つ
じ
は
「
日
吉
つ
つ
じ
」

の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
す。

幕
末
肥
後
の
国
学
者

中

島
広
足
大
人
は、
「
郷
人
の
さ
さ
ぐ
る
ま
こ
と

色
に
い
で
ぬ

み
そ
の
つ
つ
じ
お
も
は
ゆ
る
ま
で
」

と
つ
つ
じ
の
美
し
さ
を
詠
ま

れ
ま
し
た。

現
在
の
つ
つ
じ
は、

神
慮
を
慰
め、

か
つ
町
民
の
憩
い
の
場
を
め
ざ
し
た
御
遷
座
記
念
境
内
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て、

梢
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す。

昭
和
二
年、

当
社
の
御
遷
座
に
先
立
っ
て
細
川
家
吉
田
流
作
庭
家

長
谷
川
氏
の
指
導
を
仰
ぎ、

宇
野
忠
吾
奉
賛
会
長
（
大
沖

町
長）

は
じ
め、

敬
神
の
念
篤
い
氏
子
町
民、

崇
敬
者
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て、

つ
つ
じ
三
千
数
百
本
が
出
葉
紅
葉、
一

行
院
楓、

染
井
吉
野
桜
な
ど
を
交
え
て
植
え
ら
れ
ま
し
た。

．

戦
後、

町
内
大
松
山、

昭
和
園
に
も
つ
つ
じ
が
移
植
さ
れ、

日
吉
神
社
の
つ
つ
じ
は、
「
つ
つ
じ
の
町
大
津」

の
象
徴
と
し
て
県

下
に
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す。

大
津
町
史

大
正
11
年
9
月
6

日

日
吉
神
社
が
現
在
の
東
嶽
城
址
に
遷
宮

御
遷
座
記
念
祭
（
つ
つ
じ
祭
り）

を
神
苑
一

帯
の
つ
つ
じ
の
開
花
に
合
せ
て
開
催

九
州
新
聞
主
催
「
火
の
国
郷
土
名
物
投
票
募
集」

に
応
じ、
「
日
吉
神
社
の
つ
つ
じ
」

県
観
光
名
所
と
し
て

入
選

町
花
で
あ
る
つ
つ
じ
は
昭
和
園、

日
吉
神
社、

大
松
山
公
園
な
ど
を
中
心
に、

40
ー
50

万
本
が
植
え
ら
れ、

毎
年、

花
の
季
節
に
は
町
を
あ
げ
て
「
つ
つ
じ
祭
り」

が
開
か
れ
た。

花
祭
り
（
つ
つ
じ
祭）

年
中
行
事
に
き
ま
る

日
吉
神
社
は
火
災
で
焼
失。

諸

(
H
吉
神
社
由
所
書）

一

大
津
つ
つ
じ
祭
り
の
始
ま
り
】
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昭
和
44
年
7
月

レ
コ
ー
ド
完
成

広
報
お
お
づ

ま
ち
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（
振
付）
大
津
日
舞
協
会

一

花 の 大 津
唄 水前寺 清

大 津 音 頭
項 肥 復 邦

大 津 小 唄
唄 伊 沢

大津馬子唄
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監
修

大
津
町
文
化
協
会
会
長

吉
日

大
津
町
は
日
本
一

の
二
つ
つ
じ
の
里ク

づ
く
り
を
掲
げ、
そ
の
歴
史
は
長
く
町
の
祭
り
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て、
大
津
町
文
化
協
会・

会
員
は
永
き
に
渡
り、

祭
り
唄
と
踊
り
の
継
承
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た。

こ
の
度、

協
会
員
で
も
あ
り、

民
謡
指
導
者
・

高
見
春
代
さ
ん
が
祭
り
道
中
唄
と
し
て
古
来
か
ら
現
存
さ
れ
て
い
た
4
曲
を
新
た

に
吹
き
替
え、

広
く
町
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
戴
く
運
び
と
な
り
ま
し
た。

ど
の
曲
も
故
郷
大
津
町
を
紹
介
し
た
な
っ
か
し
い
唄
で

令
和
5
年、
大
津
町
文
化
協
会
は
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
が、
そ
の
節
目
に
こ
の
制
作
が
若
き
世
代
に、
町
の
歴
史・
名
所
を
知
っ

て
戴
く
き
っ
か
け
と
な
り、

大
津
町
の
活
性
化
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

11

月
の
記
念
文
化
祭
に
は、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
戴
き
ま
す
様、

会
員
一

同
お
待
ち
致
し
ま
す。

高
見
春
代
さ
ん
の
今
後
の
文
化
継
承
に
御
期
待
致
し
ま
す
と
共
に、

益
々
の
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す。

す。

令
和
5
年
1
月

本
田
ヤ
ス
子
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